
５ 障害特性と配慮事項 （７）てんかん

１ てんかんとは

２ 障害特性

・てんかんは反復するてんかん発作を主症状とする慢性の大脳疾患です。
・てんかん発作は、大脳ニューロン（神経細胞）から出される過剰な放電によって生じます。
・てんかん発作の症状は多彩ですが、個人の発作の症状はほぼ一定です。
・てんかんのある人については、病状等によって、精神障害者保健福祉手帳（１級～３級）の対象となり
ます。
・知的障害や脳性まひ・脳腫瘍・脳梗塞等の脳原性の障害・疾患の場合にてんかんが重複することが
あり、療育手帳や身体障害者手帳を所持している人もいます。

●てんかん発作への対応

・てんかん発作は一人ひとり症状が異なりますので、発作の状態や頻度、必要な対応などについて、本
人等と話し合っておくとお互いに安心です。
・特定の刺激、例えば光や模様、音等が直接の発作の誘因となっている場合には、それらを避けるだけ
で、発作が起こらなくなります。
・また、過労や睡眠不足は多くの人で発作を起こりやすくなるので、日中は適度に活動的に過ごし、夜は
しっかり眠れるような規則的な生活を維持することが大切です。
・併せて、飲酒や薬の飲み忘れにも注意が必要です。

【発作が起こった時の対応】

てんかん発作に際しては、発作の状態に即して適切に対応する必要があります。
多くの場合、てんかん発作は、数十秒から数分で終わります。発作が収まった時点で本人の表

情や発語、気分を確認した上で、状態に応じて休ませてください。

〇前兆がある場合

光が見える、頭痛がするといった本人にしかわからない症状（前兆）が起こった場合には、自身で
椅子に座る、しゃがむといった危険を避ける行動を取りますので、見守ってください。

〇意識の有無にかかわらず、姿勢は保持されるが、動作が止まったり、状況にそぐ
わない行動をとる場合

発作のために、いったん行為が止まったり、歩き回ったり、手足を動かしたり、声を出したりするこ
ともあります。
周囲に危険物があれば、それを取り除き、危険に気を配りながら回復するのを待ってください。

〇意識が消失し、姿勢が保持されず、けいれんが起こる場合

いったん生じたけいれんは、体を揺すったり、抱きしめたり、大声で呼びかけたりしても、止めるこ
とはできません。けがをしないように周囲の危険物を除いた上で、後頭部の下にタオルなどをあて、
毛布や敷物の上に寝かせてください。
いびきのような大きな呼吸をする場合には、気道を開くためにあごを押し上げるように引き上げて
もかまいません。けいれん発作が収まった後には、顔を横向きにし、回復を待ちます。

〇病院等への連絡が必要な場合

激しい全身の「けいれん」発作が５分以上続いて止まらない場合には、救急車を要請してください。
１回の発作の後、続いて発作が起こる場合や２時間以上経過しても覚醒しない場合には、通院して
いる病院（主治医）に連絡を取ってください。



４ 資料

３ 職業上の配慮

○診断

・てんかん発作の診断には、脳波検査やＣＴ検査等が用いられています。
・治療は、抗てんかん薬による薬物治療が基本になりますが、発作の状況によっては外科手術等が有効
な場合もあります。
・抗てんかん薬は、発作を抑制したり、症状を軽くしたりするために、長期間にわたって規則正しく服用す
ることが大切です。また、発作に合った、あるいは、副作用を考慮された抗てんかん薬の適切な処方の
ためには血液検査が重要であり、血液検査や脳波検査の定期的な実施、薬の処方のためには定期的
な受診が必要となります。
・服薬を継続することで、７～８割の人の発作が消失したり、コントロールが可能になったりするとされてい
ます。

障害者雇用マニュアル
コミック版 No.4
精神障害者と働く

てんかんのある人については、厚生労働省の定めた「合理的配慮指針」において、「精神障害」の項に
含まれており、具体的には、「業務指導や相談に関し、担当者を定めること」「出退勤時刻・休憩・休暇に
関し、通院・体調に配慮すること」「本人の状況を見ながら業務量等を調整すること」「本人のプライバシー
に配慮した上で、他の労働者に対し、障害の内容や必要な配慮等を説明すること」などが示されています。

＜通院への配慮＞
薬の処方や検査のための定期的な受診は、最も大切なことですので、通院のための休暇の取得や職

務の進め方などに配慮が必要です。

＜体調への配慮＞
シフト勤務や夜勤などの勤務時間帯や残業は生活や体調に影響を及ぼします。本人の意向とともに、

場合によっては主治医の意見も踏まえた配慮が大切です。

＜職務の制限と環境整備＞
てんかん発作があることだけを理由に難しいとする仕事は基本的にはないと考えられますが、本人や

周囲の従業員が事故にあったり、けがをしないように、個人の状況を踏まえ、てんかん発作の誘発要因や
頻度・程度などについて考慮し、高所作業や重量物等の運搬、機械や装置、自動車の運転等、職務に制
限を設けたり、作業手順や安全装置、作業現場などの職場環境を整えることが必要だと考えられる場合
もあります。

＜欠格条項と自動車の運転＞
法律上、障害や病気の状態によって資格・免許取得の条件を満たさない場合に適性を欠く（「相対的欠

格」といいいます。）と判断されることがあり、てんかんのある人も、法律によっては、「相対的欠格」と判断
される場合があります。
てんかんのある人の自動車の運転免許の取得の可否については、病状等に応じて、個別に判断され

ることになっており、一定の条件を満たしていれば、取得が可能です。

より詳しい情報を得るために

・てんかん情報センター
独立行政法人国立病院機構静岡てんかん・神経センターが、てんかん
についての情報を適切に提供することを目的に運営しているサイト

⇒https://shizuokamind.hosp.go.jp/epilepsy-info/

・日本てんかん協会（波の会）
てんかんに対する社会的理解の促進、てんかんに悩む人たちの社会援
護活動等を行っている団体のサイト

⇒https://www.jea-net.jp/jea


